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二 
＊　4　月　の　税　金　米

固定資産税（1期分）　軽　自　動車税
納期限5　月1日（火）まで　　　　納期限　5月1日（火）まで

こ　の社会　あなたの税が　生き　てい　る
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∴．芸 
四
月
二
目
付
で
、
遠
賀
町
役
場
の
大

噛
な
機
構
改
革
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

は
時
代
の
要
請
に
即
応
す
べ
き
遭
切
か

つ
合
理
的
な
行
政
を
実
現
す
る
た
め
に

実
施
し
た
も
の
で
、
各
課
・
係
の
主
な

業
務
と
職
員
の
配
置
は
次
の
と
お
り
で

す。

総
　
務
　
課

庶
務
係

o
条
例
、
規
則
、
規
程
。
相
殺
会
提

出
議
案
の
審
査
及
び
統
括
　
o
儀
式
及

び
ほ
う
賀
。
法
令
、
規
則
、
官
報
、

県
公
報
の
整
備
保
管
　
o
消
防
。
災

害
対
策
本
邦
及
び
防
災
会
議
　
o
選
挙

管
理
費
貝
会
。
行
政
不
服
審
査
　
o

自
衛
官
募
集
等
に
関
す
る
こ
と

人
事
係

o
特
別
職
域
貝
　
o
職
員
の
進
退
、
服

務
、
給
与
　
o
公
務
災
害
補
償
、
市
町

村
職
員
共
済
組
合
　
o
職
員
団
体
等
に

関
す
る
こ
と

讐
財
係

。
財
産
管
理
。
町
営
住
宅
の
入
居
者

の
選
考
及
び
維
持
管
理
　
o
寄
付
採
納

。
町
営
遠
賀
霊
園
、
町
営
駐
車
場
　
o

町
有
財
産
の
登
記
事
務
等
に
関
す
る
こ

企
画
調
整
課

企
画
餌
整
係

。
政
策
の
総
合
企
画
及
び
調
整
。
土

地
利
用
計
画
の
総
合
調
整
　
o
広
域
行

政
。
地
域
娠
興
。
防
衛
施
設
周
辺

の
生
活
環
境
整
備
　
o
コ
ミ
つ
二
一
テ
ィ

活
動
の
企
画
振
興
及
び
総
合
調
整
　
o

麓
計
調
査
。
地
価
公
示
法
。
区
長
会

。
広
報
等
に
関
す
る
こ
と

財
政
係

o
財
政
計
画
。
予
算
編
成
。
予
舞

の
執
行
統
制
　
o
収
入
支
出
命
令
等
に

関
す
る
こ
と

契
約
捜
査
係

o
業
者
の
指
名
　
。
各
種
工
郵
そ
の
他

の
請
負
契
約
検
査
及
び
検
収
、
工
事
に

伴
う
設
計
委
託
契
約
等
に
関
す
る
こ
と

住
　
民
　
課

住
民
係

o
戸
籍
、
住
民
基
本
台
帳
、
外
国
人
登

録
　
o
印
鑑
登
録
及
び
証
明
。
郎
火

葬
許
可
申
讃
　
。
犯
非
人
名
簿
。
永

久
選
挙
人
名
簿
の
調
整
。
小
中
学
校

の
転
出
入
居
受
付
事
務
等
に
関
す
る
こ

と

町
民
税
係

。
町
県
民
税
、
軽
自
動
車
説
、
国
民
健

康
保
険
税
の
賦
課
。
税
の
徴
収
。

納
税
組
合
等
に
関
す
る
こ
と

固
定
資
産
税
係

。
固
定
資
産
説
の
賦
課
及
び
台
熊
等
の

異
動
、
整
理
、
保
全
　
o
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
等
に
関
す
る
こ
と

福
　
祉
　
課

福
祉
係

o
生
活
保
護
、
そ
の
他
扶
助
　
。
民
生

（
児
遼
）
委
嵐
　
。
社
会
相
祉
協
諦
念

・
赤
十
字
　
o
各
謡
募
金
　
。
位
千
・

児
童
（
保
育
所
）
・
老
人
福
祉
。
戦

没
者
の
遺
家
族
援
酸
。
軍
人
恩
給

。
身
体
陪
普
者
福
祉
。
交
通
共
済

。
防
犯
　
o
献
血
　
o
交
通
安
全
対
策

o
児
韮
・
福
祉
手
当
等
に
関
す
る
こ
と

等
に
関
す
る
こ
と

国
保
年
金
係

o
国
民
性
政
保
険
の
運
営
　
o
国
民
年

金
　
o
恕
社
屋
穣
　
o
老
人
保
健
庭
瀬

保
健
衛
生
係

o
韻
窮
衛
盤
　
o
母
子
保
健
衛
星
　
。

各
謡
予
防
接
孫
、
伝
染
病
予
防
　
o
予

防
衛
生
。
番
犬
　
o
廃
棄
物
処
理
及

び
清
掃
法
　
。
公
害
。
健
康
づ
く
り

等
に
関
す
る
こ
と

産
　
業
　
課

憲
実
係

。
企
業
の
採
択
　
o
商
工
業
　
。
投
薬

共
済
押
葉
の
運
営
　
。
米
穀
管
理
　
o

農
薬
委
員
会
　
o
消
費
者
行
政
　
。
座

業
者
年
金
。
建
物
共
済
推
進
協
議
会

o
生
産
組
合
度
会
　
o
農
林
水
産
業
の

振
興
　
o
農
作
物
の
病
害
虫
妨
除
対
箔

o
農
薬
の
近
代
化
　
。
農
業
用
水
利
の

調
整
等
に
関
す
る
こ
と

意
地
整
備
係

o
腰
細
等
の
鶉
艦
整
備
部
業
　
。
農
林

水
産
業
施
設
の
維
持
街
理
・
鉱
蓄
復
旧

e
た
め
池
の
整
備
　
o
森
林
土
木
部
薬

。
保
安
林
等
に
関
す
る
こ
と

建
　
設
　
課

都
市
整
備
係

o
都
市
計
画
の
企
画
調
整
　
o
都
市
計

画
道
路
、
河
川
及
び
都
市
公
園
の
避
偶

。
土
地
区
画
整
理
。
公
共
上
下
水
道

o
都
市
計
画
法
に
挫
づ
く
開
発
指
導

o
市
街
地
再
開
発
海
業
等
に
関
す
る
こ

し．－

建
殴
係

。
適
齢
、
橋
梁
、
河
川
、
堤
防
、
水
路

等
の
新
設
改
良
並
び
に
補
修
　
。
国
媒

土
木
尊
業
の
促
進
　
o
防
災
・
災
箸
復

旧
　
o
失
業
対
策
弾
薬
　
o
鉱
害
等
に

関
す
る
こ
と

管
理
係

。
通
路
、
橋
梁
、
河
川
、
堤
防
、
水
路

街
路
、
公
園
等
の
管
理
　
o
土
木
建
築

資
材
の
鱈
理
及
び
受
払
　
o
水
防
対
策

o
土
地
の
碗
界
確
認
　
e
建
築
基
準
法

。
砂
利
採
取
法
等
に
関
す
る
こ
と

地
域
改
善
室

地
域
改
善
係

o
地
域
改
揮
対
範
の
総
合
企
画
、
調
整

。
地
域
改
諸
対
策
事
業
の
推
進
　
o
指

導
相
談
。
住
宅
資
金
貸
付
等
に
関
す

収
入
役
室

。
金
銭
、
金
券
の
出
納
　
。
決
算
　
。

使
用
料
、
手
数
料
そ
の
他
収
入
金
の
収

納
∴
・
源
泉
徴
収
率
露
　
。
学
校
給
食

費
の
徴
収
　
o
物
品
の
出
納
保
管
等
に

関
す
る
こ
と
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社
会
教
育
課

社
会
披
育
係

o
公
民
館
　
o
社
会
教
育
関
係
団
体
の

指
導
育
成
　
o
講
座
の
開
設
、
討
論
会

憩
常
会
、
講
演
会
、
展
示
会
そ
の
他
集

会
の
開
催
並
び
に
こ
れ
ら
の
奨
励
　
。

社
会
教
育
の
た
め
の
必
要
な
設
備
、
器

材
及
び
資
材
の
提
供
等
に
関
す
る
こ
と

体
育
係

。
学
校
施
設
を
利
用
す
る
社
会
教
育

。
体
育
指
導
委
員
会
　
。
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
　
。
社
会
体
育
施
設
の
管
理
・
運

営
等
に
関
す
る
こ
と

学
　
務
　
課

学
務
係

o
教
育
委
員
会
　
。
学
校
の
設
置
・
管

理
　
o
児
童
・
生
徒
の
就
学
・
保
健
衛

生
。
枝
具
の
整
備
。
教
育
目
的
の

た
め
の
基
本
財
産
管
理
及
び
連
用
等
に

関
す
る
こ
と

檎
食
セ
ン
タ
ー
係

。
給
食
に
必
要
な
物
資
の
購
入
及
び
献

立
、
調
理
、
運
搬
等
か
ら
給
食
に
関
す

る
経
理
、
一
般
事
務
ま
で
学
校
給
食
野

菜
に
関
す
る
こ
と

議
会
事
務
局

o
町
議
会
　
o
町
議
会
誌
貝
　
e
公
聴

会
。
会
談
の
傍
聴
人
　
o
請
願
督
、

陳
情
書
。
そ
の
他
殺
会
全
銀
に
関
す

る
こ
と
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税
条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

㊥
㊥
◎
㊥
㊥

納
税
義
務
者
の
月
収
時
期
を
勘
案
し
て
、
納
期
が
表
の
よ
う

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

富
霊
宝
春
を
争
営
霊
斉
を
争
蛋
営
窒
斉
を
争
争
掌

的
国
　
民
　
年
　
金
醐

蔦
葛
至
芸
善
意
再
や
ぜ
愛
書
雷
雲
登
美
蜜
豆
ゼ
率
萱

保
険
料
を
前
納
す
る
と
割
引
き
さ
れ
ま
す

固
定
資
産
税

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
定
額
保
険

料
と
付
加
保
険
料
と
が
あ
り
ま
す
が
、

い
ず
れ
も
、
四
月
分
か
ら
翌
年
三
月
分

ま
で
の
一
年
分
を
、
ま
と
め
て
前
納
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
月
か
ら
新
し

い
毎
度
が
始
ま
り
ま
す
が
、
こ
の
機
会

に
保
険
料
の
一
年
前
納
を
お
す
ず
め
し

ま
す
。
保
険
料
を
一
年
分
前
納
す
る

と
、
次
の
よ
う
に
年
五
分
五
趣
の
利
率

肇
差
薬
へ
苅
u
h
縫
－
“
い
い
蓑
“
い
い
い
目
n
美
事
8
冥
お
目
網
目
鴫
。

－
調
　
小
中
学
校
教

に
よ
る
複
利
現
価
法
で
割
り
引
き
さ
れ

た
金
額
と
な
る
の
で
大
変
有
利
で
す
。

。
定
額
保
険
料
を
毎
月
納
め
た
場
合

一
年
間
　
1
4
、
6
4
0
円

。
四
月
に
一
年
分
前
納
し
た
場
合

7
2
、
8
4
－
0
n
J

o
割
り
引
き
紙
　
1
、
8
0
0
円

付
加
保
険
料
を
毎
月
納
め
た
勘
合

4
、
8
0
0
m
「

職

員

の

異

動

転
出
の
（
　
）
内
は
転
出
先
、
転
入
の
（
　
）
内
は
前
任
校
で
す
。

●

軽

自

動

車

税

4
月
日
日
－
2
5
日

4
月
1
6
日
～
0
0
目

㊥
⑪
㊥
⑭
◎
⑪
⑤
◎
㊥
㊤

昭
和
二
十
五
年
か
ら
は
じ

め
ら
れ
た
こ
の
制
度
げ
、
住

民
の
納
税
意
欲
の
向
上
と
、

市
町
村
の
財
政
窮
迫
を
救
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
設
け
ら

れ
た
も
の
で
す
。
以
後
三
十

数
年
経
っ
た
現
在
、
各
市
町

村
で
も
こ
れ
の
見
直
し
の
方

向
が
進
ん
で
お
り
、
本
町
も

い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
検
討

し
た
結
果
、
こ
の
制
度
の
廃

止
を
行
い
ま
し
た
。

遠
賀
中
学
校

畦
出
　
校
長
・
時
松
菖
志
男
（
退
職
）

教
頭
・
国
広
∴
修
（
遠
賀
繭
中
）
　
教
諭

大
場
　
滋
　
野
間
口
辰
騨
　
岩
下
麓
美

井
上
弘
行
　
石
松
和
彦
　
早
川
博
通

佐
藤
正
男
　
吉
田
恵
美
子
　
高
崎
宏
美

内
田
裕
子
　
井
上
明
美
（
遠
賀
南
中
）

田
浦
哲
也
　
久
米
博
之
（
置
中
）
　
松
本

詞
∴
援
本
琵
樹
　
小
倉
明
子
（
間
中
）

山
田
陸
雄
　
大
甥
幸
夫
（
退
職
）

脆
入
　
校
長
・
松
下
征
我
（
筒
中
）

教
頭
・
田
中
英
畠
（
連
中
）
　
教
諭
・
重

岡
秋
夫
　
広
瀬
勇
夫
　
町
田
秀
男
（
芦

申
）
　
大
村
康
子
　
佐
藤
i
　
描
（
間
中
）

遠
賀
南
中
学
校

転
入
　
校
長
・
国
広
∴
修
（
遠
巾
）

教
頭
・
安
諜
老
僧
（
岡
垣
東
申
）
　
教

諭
・
大
場
　
滋
　
野
間
口
辰
賊
i
　
岩
下

琵
美
　
井
上
弘
行
∴
石
松
和
露
　
早
川

博
通
　
佐
諜
正
男
　
喜
田
憩
美
子
∴
柿

崎
宏
美
　
内
田
裕
子
　
井
上
明
美
（
連

中
）
　
原
永
和
彰
（
水
蕃
南
中
）
　
山

本
タ
ケ
代
（
胸
中
）
　
事
務
・
井
地
松

軍
（
水
中
）

裏
門
小
学
校

転
出
　
教
諭
・
口
前
孝
一
（
小
竹
北
小
）

松
下
椰
子
（
山
田
小
）

転
入
　
教
諭
・
雑
ノ
山
男
男
（
浅
木
小
）

蒸
∴
溝
志
（
机
小
）

浅
木
小
学
校

。
四
月
に
一
年
分
前
納
し
た
場
合

4

、

6

8

0

円

割
り
引
き
緻
　
　
1
2
0
円

国
民
年
金
保
険
料
を
月
々
、
ま
た
は

年
何
回
か
に
分
け
て
納
め
る
手
間
が
省

け
、
つ
い
、
う
っ
か
り
の
納
め
忘
れ
も

防
げ
ま
す
の
で
、
留
守
か
ら
の
人
な
ど

便
利
で
す
。
な
お
五
十
九
年
度
か
ら
国

民
年
金
も
能
舞
化
さ
れ
、
保
険
料
納
付

恋
の
様
式
が
今
ま
で
の
年
金
窓
口
で
納

付
番
を
発
行
し
て
い
た
の
か
ら
変
わ
り

ま
す
。
従
っ
て
前
納
さ
れ
る
方
は
、
手

も
と
に
送
ら
れ
て
き
た
納
付
蕊
を
頂
接

納
付
場
所
（
遠
賀
信
用
金
牌
遠
賀
川
支

店
、
役
場
内
遠
賀
川
支
店
派
出
所
）
に

持
参
の
上
、
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す。
●
▲
○
▼
◆
◆
▲
－
－
，
●
●
・
l
◆
◆
l
●
◆
I
○
○
▼
●
●
・
l
●
●
l
▲
重
▼

転
出
　
校
庭
・
高
山
　
弘
（
退
職
）

教
諭
・
鮪
力
蹟
文
（
頃
末
小
）
猶
ノ
ロ

勇
男
（
島
田
小
）
坂
田
美
津
代
（
広
漠

小
）
　
軍
務
・
鈴
木
み
な
子
（
広
波
小
）

鳥
人
　
校
長
・
早
川
英
明
（
海
老
津
小
）

教
諭
・
大
和
秀
夫
（
舌
月
中
）
　
安
藤

7
、
く
子
（
芦
屋
小
）
　
事
務
・
山
田
文

子
（
猪
鵬
小
）

広
波
小
学
校

転
出
　
枝
舷
・
藤
原
　
守
（
山
田
小
）

教
諭
・
織
田
和
恵
（
退
職
）
　
言
問
郁

子
（
内
浦
小
）
　
専
務
・
小
野
耕
司
（
声

庭
中
）
　
栄
饗
・
田
中
宣
子
（
芦
屋
小
）

転
入
　
校
長
・
本
田
昭
次
（
山
田
小
）

教
諭
・
矢
野
定
延
（
内
浦
小
）
　
後
轢

邁
美
（
愛
知
乙
川
中
）
　
坂
田
美
津
代

（
浅
木
小
）
　
石
田
真
諸
子
（
新
任
）

執
務
・
鈴
木
み
な
子
（
浅
木
小
）
　
栄

養
・
平
汀
山
波
子
（
頃
末
小
）



佐田西勉彿　　　　　　　　　　　　　第336号（5）

河川美化月間・4月1日～30日

色

で

み

る

川

の

環

境

◎
白
い
鳥
が

と
ん
で
い
な
い
か
？

悪筆
－　惹

遠
賀
川
で
白
い
鳥
が
舞
っ
て
い
た
ら

な
ぜ
白
い
馬
が
い
る
の
か
、
そ
の
背
景

を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

わ
た
し
た
ち
が
用
で
目
に
す
る
白
い

鳥
は
、
ふ
つ
う
サ
ギ
で
す
。
白
サ
ギ
は

か
っ
て
田
ん
ぼ
の
中
に
い
た
鳥
で
す

が
、
こ
の
馬
が
川
の
上
流
に
も
い
ろ
こ

と
は
、
な
に
を
憲
味
し
て
い
る
の
で
し

ょ
●
つ
〇

日
サ
ギ
は
、
田
ん
ぼ
や
沼
の
富
栄
糞

化
し
た
水
域
で
、
ド
ジ
ョ
ウ
と
か
態
と

か
、
ザ
リ
ガ
ニ
な
ど
動
き
の
に
ぷ
い
生

物
を
食
べ
て
い
た
鳥
で
す
。
こ
の
鳥
が

遠
賀
川
で
餌
を
つ
つ
い
て
い
る
こ
と

は
、
流
れ
が
ゆ
る
く
、
川
底
が
浅
く
な

り
汚
れ
る
の
か
川
に
溜
り
、
田
ん
ぼ
の

よ
う
に
営
巣
糞
化
し
、
臼
サ
ギ
の
好
き

な
生
物
が
川
に
増
え
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
せ
ん
か
。

◎
黄
色
い
花
が

咲
い
て
い
な
い
か
？

川
原
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
毎
年
春
の

遠
賀
川
原
は
、
菜
の
花
や
セ
イ
ヨ
ウ
カ

ラ
シ
ナ
、
秋
に
は
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ

革
な
ど
黄
色
い
花
が
満
開
で
す
。

◎
赤
い
生
物
が
い
な
い
か
？

白
い
蔦
が
淘
ん
た
り
、
艶
色
い
花
が

咲
く
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
水
の
中
に
赤

虫
（
ユ
ス
リ
カ
）
等
が
発
生
し
ま
す
。

用
に
汚
れ
も
の
が
た
ま
る
と
酸
素
が
少

く
な
り
、
け
い
流
の
焦
が
す
め
な
く
な

っ
た
と
こ
ろ
で
赤
い
佳
物
は
増
え
始
め

る
の
で
す
。

◎
川
の
き
れ
い
な

覆

境

づ

く

り

こ
う
し
て
、
色
で
預
現
を
見
る
と
「

き
れ
い
だ
な
あ
／
」
　
「
自
然
が
も
ど
っ

て
来
た
／
」
な
ど
と
営
ん
で
ば
か
り
は

い
ら
れ
な
い
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
が
知
ら
な
い
う
ら
に
川
の

環
境
は
少
し
つ
つ
悪
く
な
っ
て
い
る
の

です。

川
の
中
に
窒
素
な
ど
栄
糞
が
多
く
な

っ
て
く
る
と
、
川
原
が
肥
え
て
載
色
い

花
を
咲
か
せ
る
植
物
の
温
床
に
な
り
ま

す
。
春
や
秋
に
花
が
咲
い
て
、
自
然
の

盟
さ
を
感
じ
て
も
、
実
は
川
の
力
が
お

と
ろ
え
て
川
が
池
や
洲
と
同
じ
溺
塊
に

近
づ
い
て
来
た
し
ろ
し
で
す
。

水
が
人
間
の
生
活
に
と
っ
て
欠
か
せ

な
い
も
の
で
あ
る
以
上
、
わ
た
し
た
ち

は
川
の
環
境
を
き
れ
い
に
す
る
た
め

に
、
森
林
を
守
り
育
て
、
そ
し
て
川
に

汚
物
を
す
て
た
り
、
憩
水
を
流
し
た
り

し
な
い
で
、
も
っ
と
も
っ
と
自
然
を
大

切
に
し
ま
し
ょ
う
。

－
　
環
境
を
診
断
す
る
（
森
下
郁
子
詔
）

か

ら

i

I

／
．
い
つ
か
見
た
　
あ
の

せ
せ
ら
ぎ
を
こ
の
川
に
〟

を

キ

ャ

ッ

チ

7

レ

ー

ス

に

河
川
美
化
月
間
が
、
四
月

一
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

川
は
、
私
た
ち
に
と
っ

て
か
け
が
え
の
な
い
生
活

用
水
や
憩
い
の
堀
を
提
供

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
も

し
、
心
な
い
人
が
自
分
一

人
ぐ
ら
い
と
思
っ
て
、
川

に
ゴ
ミ
を
捨
て
る
と
「
チ

リ
も
積
も
れ
ば
山
と
な
る
」

の
諺
と
お
り
、
ゴ
ミ
の
山

が
で
き
あ
が
り
、
川
は
汚

れ
飲
料
水
は
も
ち
ろ
ん
憩

の
場
と
し
て
使
え
な
く
な

り
ま
す
。
現
在
、
遠
賀
川

の
水
島
、
浄
水
場
で
き
れ

い
に
で
き
る
ギ
リ
ギ
リ
の

と
こ
ろ
ま
で
水
縦
が
悪
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま

ま
で
は
、
川
の
水
は
飲
め

な
く
な
り
ま
す
。
川
は
、

そ
こ
に
住
む
人
達
み
ん
な

の
財
産
で
あ
り
、
子
供
や

孫
に
残
し
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

川
に
は
、
ゴ
ミ
や
き
た

な
い
水
で
を
く
、
真
心
を

投
げ
か
け
て
も
ら
い
た
い

も
の
で
す
。

み
ん
な
の
河
川

み
ん
な
で
き
れ
い
に

●
川
原
へ
空
き
ガ
ン
・
空
き
ビ
ン
・
ゴ
ミ

を
投
げ
す
て
る
こ
と
は
や
め
、
必
ず
持

ち
か
え
り
ま
し
ょ
う
。

●
堤
防
、
護
岸
は
洪
水
を
守
る
大
切
な
も

の
、
傷
つ
け
を
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
水
と
緑
の
河
川
空
間
の
美
観
を
保
ち
ま

ー
し
ょ
ー
つ
。



第336号　　　　　　　　　　　　　　僅⑱筋の彿（6）

竃　圏

おめでとう創立10周年

暗年11月のおゆうぎ会

光　　昭i∴l踵
浦∴∴昭　　平　　勝
様　　様　　様　　様

昨年5月に罵頭岳ハイキングコ
ースを整備して町民ハイクを行っ

たり、毎年春秋（こ実施されている10周年記念会報を出版
パスハイクで皆さんともねなじみ

の遠賀山友会（会長加藤神宮、会　　　一遠賀山友会一

員40名）が、昭和49年結成以来10周年を迎えました。これを記念して、このほどミ10

周年記念会報ミ　を作成しました。これは、10年間の活動の記録を中心に130ページに

あたって写典や地図入りでまとめられたもので、山

のテキストにと会員以外からの注文もあるほど。会

員の皆さんは20周年に向けて気持ちを新たに、一層

の活躍を善い合っています。

3月18日には、10周年記念パーティーを
公民館別館で行った

江　苦∵熊生　還
頭　田　谷　島∴醸

お
貸
し
く
だ
さ
い

－
　
宮
尾
の
松
原
に
遺
風
で

行
っ
た
時
の
作
文
や
軍
費
簿
　
－

島
田
、
浅
木
蘭
小
学
校
の
卒
業
生
と

同
校
で
教
鞭
を
取
ら
れ
て
い
た
先
生
方

に
お
た
ず
ね
い
た
し
ま
す
。

す
い
分
古
い
事
で
す
が
、
現
在
自
衛

隊
芦
屋
基
地
に
な
っ
て
い
る
松
原
に
例

年
遠
足
に
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の

当
時
の
松
原
の
写
真
や
日
記
、
遠
足
の

作
文
等
を
保
存
さ
れ
て
い
る
方
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
貸
し
く

だ
さ
い
。
現
在
そ
れ
が
ど
う
し
て
も
必

要
で
探
し
て
お
り
ま
す
。

▽
連
絡
先
　
役
場
企
画
調
整
課

山
び
－
」
保
育
園

園

児

募

集

中

山
び
こ
保
育
園
で
は
、
昭
和
5
0
年
度

の
定
員
に
余
裕
が
あ
り
ま
す
の
で
、
入

所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
同
保
育
園
か

役
場
福
祉
係
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

香
　
典
　
返
　
し

次
の
方
々
か
ら
、
遼
賀
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
こ
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
長
野
　
富
市
様

（
遠
賀
川
）
長
野
　
愛
子
嫌

赦
山
本
　
蔑
二
様

（
広
　
漠
）
山
本
ツ
ヤ
子
様

遠

賀

都

市

計

画

駐

車

場

の

決
定
（
遠
賀
町
決
定
）
に
関
す
る
縦
覧

都
市
計
画
法
に
基
づ
き
、
次
の
と
お

り
計
画
案
の
統
覚
を
し
ま
す
。

な
お
計
画
案
に
つ
い
て
と
意
見
の
あ

る
方
は
、
縦
輯
期
間
満
了
の
臼
ま
で
に

意
見
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
都
市
計
画
の
穀
類
及
び
名
称

遠
賀
都
市
計
画
駐
車
場
　
遠
賀
自
転

串
駐
車
場

▽
都
市
計
画
の
区
域

遠
賀
町
大
字
広
漠
字
柳
田

▽
縦
覧
期
間
　
昭
和
5
0
年
4
月
1
0
日
－

4
月
2
3
日

▽
縦
覧
場
所
　
遠
賀
町
役
場
建
設
課

故
春
田
　
英
子
様

（
広
　
漠
）
春
田

故
安
東
マ
ツ
エ
様

（
東
和
苑
）
安
東

敬
白
石
　
　
隣
接

（
木
　
管
）
白
石

故
泉
原
　
典
子
様

（
別
　
府
）
泉
原

敬
高
　
ユ
キ
ノ
様

（
上
別
府
）
高

故
安
部
フ
ジ
ヱ
様

（
別
　
府
）
安
部

故
末
踵
∴
ミ
ツ
様

（
遠
賀
川
）
末
暁

図

書

の

寄

贈

文
和
様
（
砿
∴
渡
）

誠
様
（
臆
∴
涯
）

範
一
様
（
遠
賀
川
）

裔
様
（
西
　
町
）

宏
様
（
別
　
府
）

身
体
摩
虫
回
書
の

み
・
な
ー
さ
ん
へ

巡
回
相
談
が
あ
り
ま
す

▽
日
　
時
　
昭
和
5
0
年
1
月
2
5
日
（
水
）

的
時
～
1
5
時

▽
場
　
所
　
岡
垣
町
東
都
公
民
館

▽
対
象
者
　
身
体
結
露
者
手
帳
所
持
者

及
び
戦
傷
病
者
、
両
手
暖
の
交
付
を

受
け
よ
う
と
す
る
密
（
内
部
障
害
者

は
除
く
）

▽
相
談
内
容

。
補
装
具
の
交
付
、
修
理
の
愛
育
判

定
処
分
、
適
合
判
定

。
更
生
医
療
給
付
婆
否
の
判
定

。
身
体
鮮
害
者
更
生
援
護
施
設
や
福

祉
施
設
へ
の
入
所
指
導

。
身
体
陪
害
者
手
帳
交
付
判
定

。
そ
の
他
更
生
相
談
に
関
す
る
こ
と

▽
括
参
品
　
印
鑑
（
身
体
障
寓
者
手
帳

所
持
者
は
手
帳
も
持
参
）



（7）　璽⑰鍔の彿　　　　　　　　　　　　　　　第336号

警罵言「好′帳柱」・黒部圏醒園

月

賦
返
済

ミインディアカ、で健康づく

一婦人体操クラブー

勤労者体育センターでは、毎週水雌口と金珊日の13時30分から2時
間、姐人体拙クラブの15名の皆さんが守門光子先生の指摘のもとで汗
を流してはげんでいます。年令は30代あり60代ありでまちまちですか
ただ今イノデイアカに熱中しています。この続投くま、バレーボールの
ルールとほとんど変わらず、たれにでもできるので破近人気のスポー

ツ。会鴫の一人、洩木の錮ロミサヲさんは「皆さんと会うのが楽しい

し身体を動かして汗をかくのは気措いいものですよ。健康つくり（二は

廠適ですh」。

海燕鶏牢索空車平曲徹瑚椿＼㌣一重唇－。）

第
2
回
遠
賀
町
民
体
育
大
会

▽
…
！
　
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
軟
式
野
球
の
…
・
・
△

▽
…
…
・
各
競
技
が
開
か
れ
ま
す
。
町
民
の
み
な
さ
ん
多
数
の
参
加
と
寧
…
：
△

▽
・
…
・
暖
を
お
願
い
し
ま
す
。
写
真
は
昨
年
の
第
一
回
各
競
技
。
　
…
・
・
△

時
　
昭
和
5
0
年
4
月
幾
日
（
日
）

時
　
昭
和
5
0
年
1
月
約
日
（
日
）

所
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
日
　
時

一
日
目
　
昭
和
約
年
1

競
技
開
始
　
9
時

月
2
9
日
（
日
）
　
競
技
開
始
　
8
時

。
二
日
目
　
5
月
6
日
（
日
）
　
競

技
開
始
　
9
時

▽
場
　
所
　
総
合
運
動
公
園
（
駅
南
）

・
遠
賀
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

事

務

組

合

の

職
員
（
寮
母
）
募
集

遠
賀
・
中
間
地
域
広
域
行
政
事
務
組

合
で
は
、
次
の
要
領
で
職
員
の
採
用
試

験
を
行
い
ま
す
。

▽
採
用
大
嵐
　
寮
母
（
女
子
）
一
名

（
益
護
老
人
ホ
ー
ム
に
勤
務
し
、
入

所
老
人
の
隼
活
指
導
及
び
福
祉
の
増

進
に
あ
た
る
）

▽
受
験
資
格
　
昭
和
幼
年
4
月
1
日
～

燭
和
3
8
年
3
月
3
1
日
生
の
老

▽
試
験
日
一
次
昭
和
5
0
年
5
月
1
円

の
予
定

▽
受
付
期
間
　
4
月
1
6
日
～
4
月
2
1
日

郵
送
は
2
1
日
の
消
印
有
効

▽
申
込
用
紙
調
求
及
び
申
込
先

遠
賀
・
中
間
地
域
広
域
行
政
率
務
組

合
総
務
課
庶
務
係
　
㊨
（
2
9
3
）

3

5

8

1

和
裁
教
室
生
を

真
果
し
ま
す

▽
日
　
時
　
5
月
8
日
か
ら
毎
週
火
脚

日
　
1
0
時
～
1
5
時
5
0
分

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館
一
階
和
室

▽
会
　
費
一
カ
月
　
三
千
円

▽
静
切
目
　
4
月
2
8
日
（
土
）

▽
申
込
先
∴
社
会
教
育
課
i
　
飼
（
2
9

3
）
　
1
3
5
5

当
日
、
運
針
用
布
と
裁
縫
道
具
一
式

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
存
じ
　
で
す
か

殉
職
船
員
遺
児
緩
瞳
事
業

▽
対
象
者
　
海
上
運
送
専
業
に
従
蒋
す

る
民
間
汽
船
船
貝
で
、
海
難
そ
の
他

職
務
上
の
蒋
故
に
よ
り
死
亡
し
た
者

の
遺
児
の
う
ち
生
活
悶
窮
者
。

▽
援
護
金
一
人
月
額
三
千
円
を
中
学

義
務
教
育
終
了
ま
で
の
間
支
給
す
る

絆
細
に
つ
い
て
は
、
（
財
）
日
本
殉

職
船
員
顕
彰
会
　
〒
1
0
2
東
京
都
千
代
田

区
麹
町
4
の
5
　
海
夢
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

内
　
㊨
0
3
　
（
2
3
4
）
0
6
6
2
と

ど
う
ぞ
。

n
ノ

O
o
遠
賀
町
融
資
制
度
の
案
内
。
○

競
技
開
始
　
9
時

遠
賀
町
で
は
、
町
内
の
商
工
業
者
の

み
な
さ
ん
に
、
よ
り
安
定
し
た
経
営
を

営
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
貸
付
総
額

を
大
幅
に
ア
ッ
プ
し
、
低
利
で
貸
り
や

す
い
運
転
資
金
の
貸
付
を
行
い
ま
す
。

▽
貸
付
対
象
者
　
町
内
在
住
者
で
、
町

内
に
草
葉
所
を
持
ち
一
年
以
上
経
営

し
て
い
る
者
（
該
当
し
な
い
薬
辞
も

あ
り
）
　
の
う
ら
常
時
従
菜
箸
致
二
十

人
以
下
の
郵
楽
所

▽
融
資
限
度
額
　
最
高
五
百
万
円
で
貸

付
額
は
指
定
金
融
機
関
と
相
談
の
上

決
定

▽
融
資
利
率

o
返
済
期
間
一
年
末
潤

筆
六
・
〇
％

o
返
済
期
間
一
年
以
上
三
年
末
湖

虹
i
六
・
五
％

▽
返
済
期
間
　
三
年
以
内

詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
産
業
課
、

商
工
会
、
遠
賀
借
用
金
節
遠
賀
川
支
店

へ
ど
う
ぞ
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
羽
根
つ
き
を
合
わ

せ
た
よ
う
な
．
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
0
億
度

づ
く
り
や
美
容
に
も
最
適



浅木区に新公民館完成

3月25日、浅木曜の老朽化して不便だった旧公

民館にかわって、約3507㌦の新しい公民館が完成し

ました。大ホール、和室2都塵、調理室等を備え

ており、同区的ことっては大変便利（こなりました。

概括番号は、今までと変わりません。詣（293）

3894番です。

第336号

位置ほを持1そ、ヨーイ

：∴∴∴－∴
「，

優勝の殿川さんチーム

「お父さん、早く－」

松
尾
番
男
（
喰
∴
渡
）

▽
女
子
の
都

。
小
学
生
三
・
四
年

山
浦
　
忍
（
上
別
府
）

。
小
学
生
五
・
六
種

板
塵
輔
有
美
（
遠
賀
川
）

。
一
二
十
－
三
十
九
歳

三
原
梯
江
（
鬼
∴
郡
）

〇
四
十
歳
以
上

田
城
一
二
恵
子
（
新
∴
町
）

◎
団
体

。
親
子
の
郊

山
浦
博
美
・
忍
（
上
別
府
）

o
夫
婦
の
部

平
田
　
昇
・
南
美
代
（
東
和
苑
）

⑥
個
人

∇
男
子
の
部

o
小
学
生
三
・
四
年

出
口
や
す
ま
き
（
東
和
苑
）

o
小
学
生
五
・
六
年

川
下
残
冶
（
虫
生
津
）

o
中
学
生
　
食
原
　
隆
（
東
和
苑
）

〇
二
十
九
戯
以
下

属
村
砿
司

〇
三
十
～
三
十
九
域

山
浦
博
美
（
士
別
府
）

。
四
十
～
四
十
九
載

松
尾
正
三
（
浅
　
水
）

。
五
十
～
五
十
九
歳

柳
井
博
幸
（
浅
　
木
）

。
六
十
歳
以
上

ゴ
ー
ル
目
指
し
て
ひ
た
走
り

第
3
回
　
親
と
子
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会

「
こ
の
道
で
い
い
の
か
な
？
」

「
い
い
と
思
う
ん
だ
け
ど
…
・
⊥

三
月
二
十
五
日
、
温
か
い
H
ざ
し
の

申
、
教
育
委
員
会
と
遠
質
町
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
研
究
会
の
共
催
で
二
十
四
細

と
十
六
人
が
参
加
し
て
、
成
人
に
「
第

三
国
親
と
子
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

入
会
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
大
会
は

浅
水
小
学
校
校
区
の
巾
の
コ
ー
ス
で
行

わ
れ
、
虫
佐
津
の
敬
川
さ
ん
の
家
族
が

h

′

地
元
の
利
を
住
か
し
て
優
勝
し
ま
し
た

優
　
勝
　
血
生
津
　
殿
川
初
美
（
母
）

毛
利
カ
メ
（
祖
母
）

殿
川
勝
洋
、
勝
雌

聡
美
（
子
）

準
優
勝
　
松
ノ
本
　
末
永
　
泰
（
父
）

三
枝
子
（
母
）

浩
一
（
了
）

銚
三
高
間
　
英
∴
腐
　
小
川
政
治
（
父
）

笛
信
（
子
）



第336号＼・′匪滋醗 ��ふ∴護‾撥 畿；紫 蘭 

一　　　　一∴∴千 　　十∴∵∴「∴∴∴ ��畿闘 

∴∵ �∴∴∴ ヽ：∴∴∴ � 

÷一言か∴i）へ＼（∴∴∴∴＼㌦i章 

0鰐乱調⑦聞　⑥　㌧溺 

倉③　チサン 

至0　ゴルフ場　　　　　　　　　… 
池　0．3観 

纏》菱萎塾 

楽しいハイキング　　三と窯業…裟議書● 
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み
ん
な
で
利
用
し
ょ
ぅ

◇
馬
頭
岳
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

昨
年
五
月
に
遠
賀
山
友
会
会
員
の
皆
さ
ん
の
努
力
で
完
成
し
た

馬
頭
岳
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
。

約
六
キ
ロ
の
コ
ー
ス
は
、
郡
内
を
は
じ
め
遠
く
玄
海
灘
や
関
門

海
峡
ま
で
の
遠
望
す
ぼ
ら
し
く
、
疲
れ
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

途
中
に
は
、
た
め
池
や
小
川
な
ど
も
あ
り
、
今
か
ら
の
シ
ー
ズ
ン

は
、
小
鳥
の
さ
え
ず
り
、
輝

く
新
緑
、
そ
の
中
に
点
々
と

山
つ
つ
じ
の
赤
い
花
、
等
山

野
草
の
数
も
豊
富
で
す
。
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5月5日鯛は子とも祭りの日

藻亨輔
60名のボランティアが集立った
ヽボランティア・スクールミ

子
ど
も
ま
つ
り
の
誰
綿
曽
由

5
月
5
日
に
第
二
回
子
と
も

祭
り
を
実
施
い
た
し
ま
す
が
、

こ
れ
の
運
営
や
指
導
に
つ
い
て

お
手
伝
い
を
し
て
く
だ
さ
る
実

行
委
員
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
ご
地
力
い

た
だ
け
る
方
は
、
社
会
教
育
課

子
と
も
祭
り
担
当
ま
で
、
連
絡

く
だ
さ
い
。

▽
連
絡
先

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
3
5
5

ボ
　
ラ
　
ン
　
テ
　
ィ
　
ア
　
を

募
集
し
て
　
い
ま
す

町
内
で
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
芸
能
等

社
会
教
育
活
動
に
必
要
な
各
積
の
指
導

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
応
募
い
た
だ

い
た
方
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
登

録
し
、
各
田
団
体
か
ら
の
指
導
要
請
が

あ
っ
た
場
合
に
紹
介
、
派
遣
い
た
し
ま

す
。
面
接
指
導
で
き
な
く
て
も
、
指
導

者
の
補
助
な
ら
で
き
る
方
も
諸
鐙
を
お

願
い
し
ま
す
。
登
録
用
紙
は
中
央
公
民

館
に
用
患
し
て
い
ま
す
。

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
極
目

o
ス
ポ
ー
ツ
関
係

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
軟
式
野
球
・
サ
ッ

カ
ー
・
テ
ニ
ス
・
ラ
グ
ビ
ー
・
葦
球
・

陸
上
各
画
風
・
柔
道
・
剣
道
・
空
手
・

弓
道
・
相
接
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
バ
ド

ミ

ン

ト

ン

・

イ

ン

デ

ィ

ア

カ

・

キ

ャ

ン

プ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
全
般

o
文
化
・
芸
能
関
係

児
童
劇
・
演
劇
・
関
薔
活
動
・
楽
器

演
奏
・
歌
唱
・
各
稽
手
芸
等

′
少
年
の
船
〝
団
員
募
集

中
遠
地
区
〟
少
年
の
船
〟
実
行
委
貝

会
で
は
、
船
上
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
見
学
を
通
し
て
、
お
互
い
の
友
情

を
深
め
、
開
催
生
活
を
学
ぶ
こ
と
を
目

的
に
沖
紬
研
修
の
団
員
を
募
楽
し
ま
ず

▽
研
修
期
間
　
昭
和
5
0
年
8
月
9
日
－

8
月
1
3
日
の
川
油
五
日

▽
募
集
締
切
日
　
4
月
2
8
日
ま
で

▽
対
∴
集
　
中
学
閥
位
～
六
年
生

▽
募
集
大
風
一
五
〇
名

▽
費
　
用
　
約
五
万
日

申
込
み
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
社
会
教
育
課
－
戴
　
（
2
9
3
）
　
1

3
5
5
へ
ど
う
ぞ
。

青
少
年
リ
ー
ダ
ー

洋
上
セ
ミ
ナ
ー
団
員
募
集

▽
期
　
間
　
5
月
3
1
日
～
6
月
2
日

▽
募
集
締
切
日
　
1
月
1
6
日
ま
で

▽
行
　
先
∴
前
多
港
か
ら
東
京

▽
対
象
者
　
如
韻
以
上
4
0
歳
未
満

そ
の
他
の
資
格
要
件
有
り

▽
費
　
用
　
二
万
八
千
五
百
円

▽
申
込
先
　
鯨
岡
県
鷲
少
年
団
体
連
絡

海
議
会

詳
細
は
、
社
会
教
育
課
へ
ど
う
ぞ
。

遠
賀
町
内
の
子
根
会
は
一
部
の
地
区

を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
の
区
で
は
育
成

会
が
手
狭
会
を
運
営
し
、
千
振
適
の
日

計
性
を
甫
て
る
こ
と
が
あ
ま
り
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

今
年
度
か
ら
は
、
こ
れ
を
解
消
す
る

た
め
に
各
区
に
子
供
の
子
供
会
を
設
立

し
、
子
供
達
の
自
主
性
を
育
て
る
よ
う

に
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
子
供
会
役
員
に
は
、
ジ
ュ
ニ

ア
・
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
必
要
な
学
習
会

や
野
外
研
修
会
・
会
議
な
ど
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

刷
関
の
増
さ
ん
の
こ
援
助
、
こ
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

図

書

譜

塵

の

受

講

生

募

集

中
火
公
民
館
内
園
密
室
で
は
、
子
挟

の
本
に
関
す
る
知
識
や
子
供
と
本
を
鮨

び
つ
け
る
技
術
を
学
ん
で
い
た
だ
く
諒

座
を
開
き
ま
す
。

子
供
た
ち
に
携
雷
の
よ
ろ
こ
び
を
知

っ
て
も
ら
い
、
地
域
や
、
グ
ル
ー
プ
な

ど
で
活
動
で
き
る
力
を
護
っ
て
も
ら
う

こ
と
を
ね
ら
い
と
し
ま
す
。

ど
し
ど
し
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
　
時
　
5
月
か
ら
来
年
l
月
ま
で

毎
月
二
回
金
剛
日

1
0
帳
∵
－
1
2
時

▽
甥
∴
所
　
中
火
公
民
館
和
室

▽
対
∴
象
　
子
供
会
計
成
会
、
P
T
A

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貌
蛙
受
講

坐
等

▽
申
込
締
切
　
4
月
2
8
日
（
土
）
ま
で

▽
申
込
先
　
社
会
教
育
萩

青
年
海
外
派
遣
事
業
の
団
員
募
集

▽
募
集
野
菜
o
青
年
海
外
派
遣
　
　
　
　
▽
募
集
締
切
日
　
4
月
2
0
日
（
必
替
）

。
田
中
昔
年
親
善
交
流
　
　
▽
申
込
先
　
福
岡
県
民
生
部
青
少
年
対

o
背
年
の
船
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
策
謀

o
東
繭
ア
ジ
ア
背
年
の
船
∴
∴
詳
細
は
、
社
会
教
育
課
へ
ど
う
ぞ
。

。
5
月
日
日
－
今
日
の
千
振
の
本
の
出

版
か
ら
　
o
5
月
徳
目
－
子
供
の
性
教

育
の
本
か
ら
…
等
の
諒
瀬
が
あ
り
ま
す
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⑯　◎　◎　⑬

¢身ともにたくましく）

スポーツで

連体感や活動意欲を養う

周
回
の
広
報
に
、
紙
面
の
都
合
で
掲
載
で
き
な
か
っ

た
。
福
岡
県
農
協
の
共
済
小
・
中
学
校
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
〟
最
優
秀
賞
受
賞
の
浅
木
小
四
停
浜
旧
悪
の
「
チ
コ

ち
ゃ
ん
の
番
」
で
す
。

最
近
、
町
内
で
も
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
青
少
年
の
健
全
育
成
に
成
果
を
挙
げ

て
い
ろ
団
体
が
あ
り
ま
す
が
、
特
に
野

球
や
サ
ッ
カ
ー
は
、
選
静
感
や
活
動
意

欲
を
装
っ
て
い
く
た
め
に
は
効
果
的
で

す。
た
だ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
集
団
で
行
う
以

上
、
対
外
試
合
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん

し
、
競
技
力
向
上
の
た
め
に
は
必
要
な

こ
と
で
す
。
そ
の
場
合
、
高
校
野
球
で

優
勝
し
た
チ
ー
ム
の
監
督
が
言
っ
た
よ

う
に
、
試
合
に
出
場
し
た
選
手
よ
り
も

「
ベ
ン
チ
に
入
れ
な
か
っ
た
子
供
の
指

導
が
実
に
難
し
い
」
も
の
で
す
。

集
団
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
し
た
も
の
の

選
手
に
な
れ
な
か
っ
た
り
練
習
に
つ
い

て
い
け
す
に
挫
折
し
、
問
題
を
起
こ
す

子
供
が
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
点
は
、
指
導
者
に
か
か
っ
て
い
る
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。
チ
ー
ム
の
勝
敗
ば

か
り
で
な
く
、
広
い
視
野
を
持
っ
た
指

導
者
の
い
ろ
チ
ー
ム
は
、
ほ
と
ん
ど
問

題
は
み
ら
れ
な
い
よ
う
で
す
。

チ
ー
ム
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ば
か
り
で
成

り
立
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
　
－
　
こ
の

点
を
よ
く
考
え
て
集
団
ス
ポ
ー
ツ
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

チ
　
コ
　
ち
　
ゃ
　
ん
　
の
　
話

浅
木
小
学
校
　
四
年
　
浜
　
田
　
和
　
畿

大
人
と
子
供
が

一
緒
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ

ま
た
、
記
録
は
相
手
と
の

比
較
ば
か
り
に
目
を
奪
わ
れ

が
ら
で
す
が
、
自
分
の
進
歩

を
知
る
目
安
で
あ
る
こ
と
も

子
供
に
言
っ
て
聞
か
せ
ま
し

よ
●
フ
○

親
子
や
地
域
の
人
た
ち
と

一
緒
に
な
っ
て
す
る
ス
ポ
ー

ツ
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。

▽
親
子
で
参
加
す
る
ハ
イ
キ
ン
グ
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
、
ス
キ
ー
、
遠
泳

▽
早
起
き
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
ラ
ジ
オ
体
操

の
会
、
親
と
子
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室

▽
地
域
ぐ
る
み
登
山

∇
区
民
運
動
会
、
地
区
対
抗
運
動
会
、

地
区
対
抗
球
技
大
会

▽
大
人
も
子
供
も
参
加
す
る
組
跳
び
大

会
、
歩
け
歩
け
大
会
、
高
齢
者
と
子

供
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

「
ね
え
、
チ
コ
ち
ゃ
ん
の
務
を
し

て
」
と
、
妹
た
ち
は
、
お
母
さ
ん
に
せ

が
み
ま
す
。
「
チ
コ
ち
ゃ
ん
」
と
言
う

の
は
、
お
き
な
い
こ
ろ
、
お
母
さ
ん
が

よ
ば
れ
て
い
た
名
的
な
の
で
す
。

お
父
さ
ん
が
、
枝
き
ん
の
時
、
ぼ
く

た
ち
は
、
お
母
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
ね

む
り
、
「
チ
コ
ち
ゃ
ん
」
の
こ
ろ
の
稿

を
聞
く
の
か
、
楽
し
み
な
の
で
す
。
そ

の
謡
の
中
に
は
、
ゆ
か
い
な
も
の
も
あ

れ
ば
、
な
み
だ
を
流
す
ほ
ど
、
悲
し
く

て
つ
ら
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

ぼ
く
が
、
一
番
心
に
の
こ
っ
た
の

は
、
「
自
転
車
の
認
」
で
す
。

お
母
さ
ん
は
、
高
校
生
の
時
、
自
転

車
通
学
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

入
学
し
た
こ
ろ
、
み
ん
な
は
、
ピ
カ

ピ
カ
の
新
し
い
自
転
車
に
乗
っ
て
、
学

校
に
や
っ
て
き
て
い
た
そ
う
で
す
。
お

母
さ
ん
だ
け
は
、
こ
く
た
び
に
、
ガ
ザ

ッ
ガ
ザ
ッ
と
昔
の
す
る
さ
び
だ
占
い
自

転
車
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
だ
か
ら
、
お

母
さ
ん
は
、
他
の
人
が
と
て
も
う
ら
や

ま
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
「

こ
ん
な
古
い
自
転
車
し
か
も
た
な
い
私

と
は
、
だ
れ
も
、
友
だ
ち
に
な
っ
て
く

れ
互
い
の
で
は
な
い
か
」
と
、
心
配
し

た
そ
う
で
す
。
で
も
、
今
で
は
、

「
買
っ
て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
万
が
、
も
っ
と
も
っ
と
、

つ
ら
か
っ
た
の
だ
と
思
う
よ
」

と
、
言
っ
て
い
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
「
新
し
い
自
転
車
を
買
っ

て
」
と
、
わ
が
ま
ま
を
言
わ
な
か
っ
た

お
母
さ
ん
は
：
え
ら
い
な
あ
と
思
い
ま

す。
お
父
さ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
「

何
で
も
、
す
き
な
物
を
買
い
な
さ
い

よ
」
と
、
宵
っ
て
く
れ
る
時
、
う
れ
し

い
け
ど
、
お
母
さ
ん
が
、
機
か
ら
そ
っ

と
、
「
何
で
も
は
し
か
っ
て
は
い
け
ま

せ
ん
よ
」

と
、
言
う
の
で
買
う
の
を
や
め
ま
す

ぱ
く
は
、
が
っ
か
り
し
ま
す
が
、
あ

の
昔
の
話
を
聞
い
て
、
お
母
さ
ん
の
気

持
ち
が
少
し
だ
け
わ
か
る
の
で
が
ま
ん

き
し
ま
ず
。

お
母
さ
ん
の
背
の
謡
は
、
ゲ
ー
ム
や

ほ
し
い
物
を
が
ま
ん
す
る
こ
と
に
な
る

け
ど
、
話
し
を
聞
く
の
か
楽
し
み
で
す



第336号　　　　　　　　　　　　　　　塵⑮館の彿（12）

体母　生　役　の　9　4
重　子　役尚　間　鴨　月、手　3　保　に　3016

身　帳I　僅　お　分　日
長　　6　室　い　か（
等　　カ　　で　ら　月
の　　月　　く10）
測　　児　　だ　時
定　　　　　　さ　30

い　分
東町（虫生津綿9番地の121）

○う∴あ

青木　優美ちゃん

（箋知撃さんの長女）
昭和58年5月27日生

ゆうみちゃんに、最近やっと

下の前歯が2本、ちょこんと出
てきました。「かゆいぞ－」。
ハイハイも得達だし、つかまり

立ちしてつタツの回りをぐるぐ

る、女の子でもワルソーなのヨ

＼

東和苑（浅木620番地の70）

江口　智子ちゃん

（藁掌さんの長女）
昭和58年5月5日生

私、身体は小さいけれど、と
ても元気な女の子です。家Iu、
るとよく泣きますが、外に遊び

IC行くと笑顔になります。病気

をしないで元気に育てと、パパ
やママはいいます。

乳
児
相
レ
談
　
′

能
乳
食
等
の
相
談

▽
料
　
金
　
無
料

狂
犬
病
予
防
注
射

▽
日
時
と
勘
所

4
月
2
1
日
。
1
0
時
－
日
時
0
0
分

（
土
）
　
役
場
窟
緬

▽
料
　
金
一
頭
三
千
三
百
六
十
円

不
用
犬
の
引
取
り
も
行
い
ま
す
。

▽
期
　
日
　
4
月
％
日
（
木
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
1
0
分
－
1
4
時

検
診
　
1
3
時
0
0
分
～

∇
拐
∴
所
　
中
央
公
民
館

▽
対
象
者
∴
湖
3
歳
を
越
え
、
満
4
綾

に
選
し
な
い
幼
児

▽
持
参
品
　
母
子
手
廠

▽
料
　
金
　
無
料

…
無
縁
墳
墓
の
改
葬
　
m

r

I

．

…

I

I

…

．

i

i

i

－

i

i

i

●

i

i

－

．

●

″

l

－

i

“

関
係
者
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◎
所
蛮
地
　
佐
韻
県
小
城
郡
小
城
町
字

及
び
名
　
自
在
3
2
1
番
地
3
2
9

称
∴
∴
芯
地
の
1
－
2
親
立
寺
整
地

▽
届
出
先
　
佐
賀
市
城
内
1
丁
目
6
番

5
号
　
佐
賀
県
住
宅
供
給
公
社

∇
届
出
期
限
　
昭
和
5
0
年
5
月
2
5
日

◎
所
在
地
　
門
司
区
大
字
苫
志
1
1
5

及
び
名
　
0
番
地
の
l
、
3
、
4

称
　
　
　
金
此
難
山
麓
触

▽
届
出
先
　
北
九
州
市
建
設
局
土
木
部

道
路
建
設
課
　
舘
（
5
8
2
）
2
2

▽
鹿
田
制
限
　
昭
和
5
0
年
5
月
2
5
日

の
㊨
鐙
駿

一
般
家
庭
で
も
、
乾
種
油
の
使
用

過
は
増
大
し
て
お
り
ま
す
が
、
琵
種

油
が
廃
業
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
琵

惑
油
に
含
ま
れ
る
水
銀
に
よ
り
、
環

境
汚
染
の
問
題
が
お
こ
り
つ
つ
あ
り

ます。今
後
家
庭
で
の
使
用
す
み
水
銀
種

油
は
、
「
ご
み
」
と
し
て
捨
て
ず
に

よ
有
害
ゴ
ミ
で
す

ー
捨
て
な
い
で
／

披
講
り
の
衛
気
席
、
カ
メ
ラ
店
等
に

回
収
箱
を
殻
徳
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
店
舗
に
返
し
て
く
だ

さい。ま
た
、
織
気
店
、
カ
メ
ラ
店
は
、

使
用
済
み
水
銀
種
油
の
回
収
箱
を
保

全
対
範
と
し
て
設
筒
し
て
く
だ
さ

鮭
甲
州
融
㌍
監
第
㍍
∵
㌦

◎
所
在
地
　
小
倉
北
区
京
町
3
丁
目
2

及
び
名
　
4
0
番
地
、
米
町
公
園
内

称
　
　
　
怒
地
、
八
幡
西
区
大
字
香

月
3
0
8
3
番
地
　
白
岩

池
公
園
内
魂
的

∇
屈
出
先
　
北
九
州
市
建
設
局
部
面
公

園
課
∴
舘
（
5
8
2
）
2
4
6
0

▽
届
出
期
限
　
同
和
5
0
年
1
月
2
5
日



「元気です」

末寺の田中絹代美さんと
長男・鞠悟くん

（3月13目撃し児櫓駿で〉

▽
…
　
こ
れ
か
ら
先
、
わ
た
し
た
ら
人
類
か
い
つ
ま
で
も
健
康
な
・
△

▽
…
心
と
体
を
維
持
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
い
っ
の
時
代
に
あ
っ
‥
△

▽
…
て
も
、
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
が
健
康
で
あ
る
か
ど
う
か
に
∴
…
△

▽
…
か
か
っ
て
い
ま
す
。
子
供
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
…
△

▽
…
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
△

子
供
の
健
庫
づ
く
り
は
妊
娠
中
か
ら

妊
娠
中
の
栄
謎
の
取
り
方
は
、
お
母
さ
ん
ば
か
り
で
な
く
、
生
ま
れ
る
子
供

に
も
影
響
し
ま
す
。

例
え
ば
、
乳
歯
が
生
え
始
ま
る
の
は
生
後
六
～
七
か
月
ご
ろ
で
す
が
、
土
台

と
な
る
ア
ゴ
の
歯
は
妊
娠
六
週
こ
ろ
に
、
″
歯
の
芽
．
と
な
る
も
の
は
二
か
月

ご
ろ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
で
き
あ
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
し
て
、
妊
娠
四
～
互
か
月
ご
ろ
に
は
お
母
さ
ん
の
血
液
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム

や
リ
ン
を
使
っ
て
、
石
灰
化
が
始
ま
り
ま
す
。
妊
娠
中
は
、
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん

の
こ
と
も
考
え
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
栄
養
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
お
母
さ
ん
の
構
神
状
態
も
胎
児
の
発
育
に
関
係
す
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
か
ら
、
妊
娠
中
は
、
休
糞
や
睡
眠
を
よ
く
と
り
、
軽
い
連
動
な
ど
を
し
て

ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

子
供
の
健
康
は

大
人
が
つ
く
る

子
供
の
佳
境
を
留
か
し
て
い
ろ
も
の

と
し
て
、
汚
れ
た
空
気
、
添
加
物
の
多

い
食
品
等
々
・
…
。
し
か
し
、
厳
も
身

近
な
と
こ
ろ
で
子
供
た
ち
の
健
蝶
を
妨

げ
て
い
ろ
の
は
、
子
供
を
育
て
ろ
親
の

行
動
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

大
人
の
不
規
則
な
生
活
に
ふ
り
画
さ

れ
て
、
栄
幾
の
煽
っ
た
食
事
を
さ
せ
ら

れ
た
り
、
睡
眠
不
足
に
陥
っ
て
い
ろ
手

狭
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
千
振
と
一

緒
に
生
活
し
て
い
る
人
は
、
子
供
の
食

雄
、
遊
動
、
睡
鵬
な
ど
を
考
え
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。

安

　

産

　

と

　

難

　

産

　

㈲

折
尾
田
中
産
婦
人
科
　
田
　
中
　
壮
　
介

母
乳
で
育
て
よ
う
　
母
乳
に
は
抗
菌
性
（
雑
菌
に
対

し
抵
抗
力
を
も
た
せ
ろ
）
が
あ
り
、
母
乳
で
育
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
は
、
病
気
に
か

か
り
に
く
い
と
い
う
調
査
結
果
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
母
乳
を
飲
む
と
き
の
お
母
さ
ん
と
の
触
れ
合
い
は
、
精
神
的
発
育
に

も
璽
要
で
す
。
せ
め
て
三
か
月
ま
で
は
母
乳
で
育
て
ろ
よ
う
、
が
ん
ば
り
ま
し

ょ
え
ノ
o

安
産
か
、
難
産
か
は
、
お
産
に
要
し

た
時
間
の
憂
さ
で
決
め
る
約
束
で
す

が
、
女
性
の
体
質
、
体
格
と
関
係
が
潔

い
の
で
、
初
産
婦
で
は
将
に
籍
一
期
（

開
口
棚
）
で
は
余
り
時
間
を
気
に
し
な

い
方
が
よ
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

ソ
ウ
デ
ス
。
こ
こ
で
結
論
を
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
特
別
の
合
併
症
の

な
い
正
常
妊
娠
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
は
自

然
に
独
り
で
弛
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
下
品
な
表
現
で
す
が
「
入
っ

た
も
の
は
必
ず
出
る
」
よ
う
な
巧
妙
な

仕
組
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
備
わ
っ
て
い

る
の
で
す
。
医
師
や
助
産
婦
の
仕
邸
は

分
娩
の
経
過
を
み
た
り
、
場
合
に
よ
っ

て
は
お
手
伝
い
を
す
る
に
す
ぎ
互
い
の

です。で
は
、
ど
う
い
う
原
因
で
難
産
は
お

こ
る
の
で
す
か
。

ハ
イ
。
難
産
に
は
三
つ
の
原
因
が
あ

り
ま
す
。

0
児
頭
骨
雑
不
均
衡
－
胎
児
の
頭
が

骨
緒
よ
り
大
き
す
ぎ
る
こ
と
で
す
。

0
胎
児
側
の
異
常
－
胎
児
は
商
運
を

回
旋
し
な
か
ら
下
隆
す
る
の
で
す
が
、

そ
の
同
塵
が
う
ま
く
行
か
な
い
場
合
で

す。
臼
歯
体
側
の
興
棉
－
胎
児
を
押
し
出

す
原
動
力
は
、
了
竹
の
収
縮
力
に
は
か

な
ら
な
い
の
で
す
か
、
こ
の
力
の
弱
い

場
合
で
す
、
微
弱
陣
縞
と
も
い
い
ま
す
。

現
在
は
医
学
の
進
歩
に
よ
り
昔
に
比

べ
て
安
産
が
多
く
な
っ
た
で
し
ょ
う
ね

全
く
当
然
の
質
問
で
す
が
、
実
際
は

少
し
適
っ
て
い
ま
す
。
戦
後
三
十
五
年

間
に
死
塵
は
三
分
の
二
∴
陸
相
の
死
亡

は
六
分
の
一
に
減
少
し
、
欧
米
な
み
に

な
っ
た
の
は
露
は
し
い
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
は
安
臆
が
多
く
な

り
、
難
膚
が
減
っ
た
た
め
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
次
の
二
つ
の
原
因
が
考
え
ら
れ

ます。0
帝
王
切
開
の
安
全
性
が
増
し
た
こ

と。

⇔
未
熟
児
の
保
蒼
技
術
が
進
捗
し
た

こ
と
。

臼
妊
姉
検
診
に
よ

り
、
好
飯
小
誌
症
や

産
後
の
出
血
が
減
り

一
方
で
は
妊
婦
の
栄

蕊
が
改
薄
さ
れ
た
た

め
で
す
。
む
し
ろ
、

安
藤
が
減
り
、
難
産

が
増
え
て
い
る
の
か

現
状
で
す
。

（
つ
づ
く
）
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（
ア
メ
リ
カ
で
見
直
さ
れ
る

日
本
型
食
生
活
）

こ
こ
数
年
、
肥
満
に
よ
る
椋
腺
病

や
心
臓
病
な
ど
、
成
人
病
の
増
加
に

悩
む
ア
メ
リ
カ
で
、
米
を
中
心
と
す

る
日
本
人
の
食
生
活
に
大
き
な
関
心

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

栄
養
的
に
望
ま
し
い
食
生
活
の
条

件
と
し
て
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、

タ
ン
パ
ク
質
、
脂
肪
、
炭
水
化
物
の

留
置
愕
塵
匝
す
①

し
い
日
本
型
食
生
活
を
め
ざ
し
て

の
食
聖
油
は
ど
う
か
と
い
い
ま
す
と
、

次
の
よ
う
な
栄
養
の
面
か
ら
み
て
、

は
ば
理
想
的
な
水
準
に
あ
る
と
い
え

ま
す
。①

－
人
－
日
当
た
り
の
熱
枕
は
約

二
丘
0
0
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
で
、
日

本
人
の
体
位
や
生
活
に
合
っ
た
栄

賽
所
要
塙
で
あ
る
こ
と
。

②
タ
ン
パ
ク
慎
、
脂
肪
、
炭
水
化

物
の
÷
大
栄
誌
紫
の
様
取
即
金
は
、

諒
謹
告
ス
相
対
鵜
照
鍋
田

っ
た
も
の
で
す
。
現
在
の
日
本
人
の

平
均
的
な
食
生
活
は
、
い
わ
ば
「
日

本
型
食
空
清
」
と
も
い
う
べ
き
独
白

の
パ
タ
ー
ン
を
形
づ
く
っ
て
い
ま
す
。

（
米
中
心
の

食
生
活
の
良
さ
を
見
直
そ
う
）

し
か
し
最
近
、
稗
に
計
い
人
た
ち

の
閲
に
は
、
動
物
性
脂
肪
の
多
い
欺

米
型
の
食
事
を
妬
む
傾
向
が
あ
り
、

全
体
的
に
み
て
も
、
岳
庵
物
や
油
脂

蝋
の
紋
取
が
掘
え
で
い
ま
す
。
こ
の

ま
ま
の
状
態
が
続
く
と
、
将
来
、
わ

が
国
も
」
′
メ
リ
ガ
の
悩
み
ん
を
背

負
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

こ

う

し

た

こ

と

カ

㌧

、

い

ま

　

度

見
直
し
た
い
の
が
、
米
を
中
心

と
す
る
日
本
型
の
食
生
活
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
ア
メ
リ
カ

の
染
着
バ
ラ
ン
ス
を
み
ま

す
と
、
動
物
性
脂
肪
や
砂
態
の
取
り

過
ぎ
が
め
だ
ち
ま
す
。
こ
う
し
た
食

事
内
容
が
、
肥
満
そ
し
て
成
人
病
の

相
加
を
招
い
て
い
る
と
、
来
－
院
栄

糞
所
要
轟
特
別
委
員
会
は
ー
克
己
巳

年
、
「
ア
メ
リ
カ
の
食
事
目
標
」
を

発
表
、
国
を
あ
け
て
成
人
病
の
予
防

に
乗
り
出
し
な
の
で
す
。

具
体
的
に
は
、
脂
肪
や
抄
膳
の
取

り
過
ぎ
を
改
め
ろ
と
と
も
に
、
米
や

変
な
ど
の
板
水
化
物
（
デ
ン
プ
ン
質
）

の
摂
取
融
を
、
そ
れ
ま
で
の
ー
倍
に

噌
や
す
こ
と
を
出
様
に
し
て
い
ま
す
。

（
理
想
的
な
巣
義
バ
ラ
ン
ス
）

と
こ
ろ
で
、
あ
た
し
だ
ち
日
本
人

日
本
型
食
生
活
か

ご
飯
が
良
質
の
楠
物
憧
タ
ン

パ
ク
質
の
供
給
源
と
な
り
、
脂

そ
れ
ぞ
れ
∴
一
二
％
、
－
∴
ハ
％
、
六

－
％
と
適
切
な
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ

て
い
る
こ
と
。

③
タ
ン
パ
ク
質
の
中
の
植
物
性
と

動
物
竹
の
比
率
は
五
二
％
と
四
八

％
で
、
は
ば
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て

い
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
動
物
H
タ

ン
パ
ク
質
の
う
ち
嵩
庵
物
と
水
腫

物
の
比
率
も
、
は
ば
半
々
に
な
っ

て
い
る
こ
と
。

こ
の
よ
う
な
栄
糞
水
準
と
バ
ラ
ン

ス
は
、
米
、
斯
業
、
魚
、
人
位
を
中

心
と
し
だ
伝
統
的
な
食
が
パ
タ
ー
ン

に
、
小
変
や
詭
産
物
、
油
脂
、
果
物

な
ど
が
親
指
に
加
わ
っ
て
で
き
－
が

腸
の
取
り
過
ぎ
に
的
正
め
を
か
け
で

く
れ
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
日
本
人
の

食
生
活
が
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の

米
を
主
食
と
す
る
食
習
慣
に
あ
る
の

難
数
値
は
昭
相
月
－
六
年
度
「
食
料
高
給
表
二
農
林
水
産
省
）
　
に
守
る


